
社会資本総合整備計画 平成 ２８ 年 １ 月 ２０ 日

防災機能を備えたスポーツ公園整備（防災・安全） ○
茅ヶ崎市

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

Ａ１　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

1-A-1 公園 一般 茅ヶ崎市 直接 3,491 策定済

合計 3,491

Ｂ　関連社会資本整備事業
番号 事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

合計 0

番号 備考

番号 事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地積整備事業
地域 交付 直接 個別施設計画 備考

種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

0

一体的に実施することにより期待される効果

Ｃ　効果促進事業

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

市町村名

要素となる事業名
（事業箇所）

事業者

事業内容

交付対象事業

全体事業費
（百万円）事業者

要素となる事業名
（事業箇所）

都市公園事業（柳島スポーツ公園）

（延長・面積等）

茅ヶ崎市

（延長・面積等）

事業種別

事業内容

事業者

施設整備　6.5ha

　災害時における活動拠点面積と避難場所となる広場等の面積を算定する。

　都市公園のうち、広域避難地（広域避難場所）となる公園面積を算定する。 ４４.０ha

Ａ
3,491合計

（Ａ+Ｂ+Ｃ+
Ｄ）

　・災害発生時における避難場所となる広場等の面積を15千人分確保する。

　・広域避難地（広域避難場所）となる都市公園等面積を44.0ha（平成26年度末）から50.5ha（平成29年度末）へ拡大させる。

　・人口一人当たりの都市公園等面積を3.02㎡／人(平成26年度末)から3.25㎡／人(平成29年度末)に増加させる。

定量的指標の現況値及び目標値

（H27当初） (H29末)

中間目標値

０人

計画の名称
計画の期間
計画の目標

計画の成果目標（定量的指標）

　本市の地域防災計画に基づく広域避難地（広域避難場所）の指定が受けられる公園の整備により、災害時の避難場所、救援活動及び物資集積等の拠点となるオープンスペースを確保するとともに、防災・減災に寄与する施設整
備を行い、防災機能の向上を図る。

交付対象平成２７年度～平成２９年度（３年間）

　・災害発生時における広域応援部隊の活動拠点面積を3.2ha確保する。

定量的指標の定義及び算定式

　一人当たりの都市公園等面積を算定する。

備考
当初現況値

３．２ha

　公園周辺の範囲の中で、避難できる人数を算定する。

最終目標値

0
Ｃ

3.25㎡／人

１５千人

3.02㎡／人

事業実施期間（年度）

3,491

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

Ｂ全体事業費

事業内容
事業者

要素となる事業名
（事業箇所） （延長・面積等）

重点配分対象の該当

０．０％Ｄ
0

効果促進事業費の割合

市町村名

市町村名

０ha

市町村名

５０.５ha

茅ヶ崎市



（参考図面）

計画の名称 防災機能を備えたスポーツ公園整備（防災・安全）

計画の期間 平成２７年度～平成２９年度（３年間） 茅ヶ崎市交付対象

1-A-1
都市公園事業（柳島スポーツ公園）

相 模

相

模

川

国道１３４

新湘南バイパ

国道１号

都市計画道路（柳島小和田線）

Ｎ

1-A-1

都市公園事業（柳島スポーツ公園）



別紙２

計画の名称：防災機能を備えたスポーツ公園整備（防災・安全）

都道府県名：茅ヶ崎市

チェック欄

①上位計画等との整合性 ○

②地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の整合性） ○

①整備計画の目標と定量的指標の整合性 ○

②定量的指標の明瞭性 ○

③目標と事業内容の整合性 ○

④事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性 ○

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成等を踏まえた事業実施の
確実性）

○

②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確
実性）

○

社会資本整備総合交付金チェックシート
（汎用タイプ）

Ⅰ．目標の妥当性

Ⅱ．計画の効果・効率性

Ⅲ．計画の実現可能性


